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1．背景と目的 

砂礫堆はわが国の河川において見られる典型的な河床形態であり，河道の流れに大

きな影響を及ぼす。砂礫堆は川幅や流量等の規模によって堆砂部と洗堀部の配列パタ

ーンを変化させる特徴をもっており，横断方向の配列数の違いによって単列砂礫堆と

複列砂礫堆に大別されている。とくに扇状地等を流れるような急流河川では複列砂礫

堆が形成されことがあり，このような河川では河道内に並列的に蛇行するミオ筋が形

成され，河道を横断して設置されるような頭首工では堆砂による取水障害が生じるケ

ースも少なくない。頭首工のような農業水利施設のトラブルを防止し，長期間にわた

ってその機能を維持していくためには，河床に形成される砂礫堆の移動性や河道内の

ミオ筋の変動性に関する基礎的研究の成果を施設の維持管理に向けた具体的な技術と

して反映せていくことが重要である。 

本研究では，複列砂礫堆形成河川に設置された頭首工における取水障害の実態を把

握するとともに，その対策について考察することで施設の維持管理のための技術向上

を目的とした。 

2．調査方法 

東日本にある頭首工の中から，典型的な複列砂礫堆形成河川に設置されている七ヶ

堰頭首工（長野県・奈良井川），六ヶ郷用水頭首工（長野県・千曲川），富川頭首工（福

島県・阿賀川），北楯頭首工（山形県・立谷沢川）を選出し，施設設置当時から近年ま

での空中写真データを用いて，砂礫堆ならびにミオ筋の変動状況を解析した。また，選

出した各頭首工について現地調査を行い，空中写真の解析と併せて得られた情報をも

とに施設管理者へのアンケートを実施し，各頭首工における取水障害の実態を把握す

るとともに，トラブル改善に向けた対策方法について検討した。 

3．結果と考察 

空中写真データを用いて砂礫堆ならびにミオ筋の変動状況について解析した結果，

七ヶ堰頭首工と六ヶ郷用水頭首工，富川頭首工においては，植生が定着した後に砂礫

堆ならびにミオ筋の動きが安定していることがわかった。一方，４基の頭首工の中で

河床勾配が一番急であった北楯頭首工付近の河床においては，植生の定着が確認され

ず，現在に至るまで砂礫堆ならびにミオ筋の変動が著しいことがわかった。 
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表 1 に示すとおり，すべての頭首工で土砂によるトラブルが発生していることがわかっ

た。対処方法については，河床勾配が比較的緩い区間に設置されている施設では浚渫が行

われている一方で，河床勾配が比較的急な区間に設置されている施設では河床に敷き均す

方法を用いており，管理者は河川の土砂移動特性に応じてより経済的な対応を取っている

と考えられる。また，１年当たりの対策費用については約 200～1,500 千円と差があり，と

くに浚渫を行っている２つの施設での差が大きかった。 

現地調査において，七ヶ堰頭首工では２基の取水堰が上下流に連続して設置されており，

上流側の堰では著しい堆砂が確認されたが，下流側の堰の取水口付近では上流側の堰で見

られたような著しい堆砂は確認されなかった。これら施設は同時期に施工されているが，

それは上流の堰で取水が困難になった場合に補水施設として下流の堰を用いるためであり，

現在の状況は当初の計画のとおりとなっていた。六ヶ郷用水頭首工では，当該施設より上

流に揚水機場ならびに別の堰が設置されているが，この上流側にある堰の左岸側に放水口

が設置されているため，取入れ口のある左岸側にミオ筋をある程度誘導できており，堆砂

は見られるものの比較的安定した取水量を確保できている。河道の平面形から見ると，取

入れ口は内岸（凸岸）側にあるため，本来であれば堆砂しやすい場所であるが，上流側に

ある堰の放水口からの流れがミオ筋の安定化に重要な役割を果たしているものと考えられ

る。富川頭首工では取水堰の上流側で著しい堆砂が確認されたが，複合堰という堰体構造

と植生の影響から，取入れ口付近のミオ筋は比較的安定していた。北楯頭首工では，直上

流に落差工が設けられ，左岸側に放水口が設置されていたが，堰体構造が全面可動堰とい

うこともあり，左岸側にある取入れ口付近にミオ筋を安定的に誘導できていなかった。 

今回調査を実施した４基の頭首工はいずれも，河床勾配が 1/201 以上と比較的急な区間

に設置された施設であり，堰上下流の水位差も確保しやすいことから，洪水中における土

砂吐ゲートの開閉操作（北楯頭首工の場合は洪水吐袋体の起立・倒伏操作と連動させた操

作）による堆砂フラッシュの効果について検討の余地があると考える。 

頭首工名 構造 河床勾配 川幅 被害状況（堆砂以外） 

七ヶ堰 全面固定堰 1/150 約 100m 堤防決壊，水叩きの浮上 

六ヶ郷用水 可動堰（部分設置） 1/200 約 300m 河岸侵食，護岸損壊 等 

富川 複合堰 1/201 約 450m 河岸侵食 

北楯 全面可動堰（ゴム） 1/133 約 160m ゴム袋体の損傷 

頭首工名 対策方法 対策費用 

七ヶ堰 河道中央に移動させて均す 500～1,500 千円/年 

六ヶ郷用水 堆砂毎に浚渫する 約 200 千円/年 

富川 堆砂毎（主に取水期）に浚渫する 約 1,200 千円/年 

北楯 移動させて均す 400～500 千円/回 

表 1 アンケート調査の結果 
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